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国
庫
補
助
金
の
内
、
き
め
こ
ま

か
な
臨
時
交
付
金
１
億
５
６
０
６

万
３
千
円
と
は
。

　
国
か
ら
の
経
済
危
機
対
策
と
し

て
、
黒
潮
町
に
臨
時
交
付
さ
れ
た

も
の
。

　
産
業
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業

補
助
金
が
９
２
５
万
３
千
円
減
額

に
な
っ
た
原
因
は
。

　
特
産
品
開
発
事
業
が
翌
年
度
に

繰
り
越
さ
れ
た
こ
と
と
、
県
と
の

協
議
で
労
務
費
等
は
補
助
対
象
に

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
減
額
の
原

因
。

　
特
産
品
開
発
推
進
奨
励
交
付
金

１
０
０
万
円
の
減
額
と
漁
業
者
就

業
者
補
助
金
１
１
１
万
５
千
円
の

減
額
理
由
は
。

　
特
産
品
開
発
奨
励
交
付
金
は
、

農
業
部
門
で
１０
件
、
水
産
部
門
で

１０
件
の
交
付
を
予
定
し
て
い
た
が
、

農
業
部
門
に
応
募
が
な
く
減
額
し

た
。

　
漁
業
就
業
者
補
助
金
は
、
新
た

に
漁
業
者
に
な
り
た
い
方
が
い
た

場
合
の
補
助
制
度
で
あ
り
、
該
当

者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
減

額
。

　
今
回
４
６
８
万
円
の
減
額
は
、

単
に
申
し
込
み
が
少
な
か
っ
た
こ

と
が
要
因
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、

予
算
枠
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
年
度

１
回
の
応
募
を
、
前
期
、
後
期
２

回
に
で
き
な
い
か
。

　
予
算
枠
は
、
高
校
生
１０
名
、
大

学
生
２０
名
、
合
計
３０
名
を
取
っ
て

あ
る
が
、
最
近
の
申
し
込
み
の
状

況
は
１９
年
度
は
２４
名
で
そ
の
後
は

２０
名
足
ら
ず
の
状
態
で
推
移
し
て

い
る
。

　
年
度
２
回
の
応
募
に
つ
い
て
は

他
の
貸
付
金
に
も
事
例
が
な
い
が

検
討
は
し
た
い
。

　
地
方
交
付
税
が
約
２
億
２
千
万

円
増
え
て
い
る
原
因
は
。

　
政
権
交
代
後
、
国
の
方
針
が
地

方
重
視
と
な
り
、
特
に
今
回
、
地

方
交
付
税
の
特
別
枠
と
し
て
、
地

域
活
性
化
雇
用
等
特
例
債
１
兆
円

の
創
設
を
見
込
み
６．１
％
の
大
幅
な

伸
び
と
な
っ
た
。

　
携
帯
電
話
等
の
エ
リ
ア
整
備
事

業
の
予
算
約
３
千
万
円
は
。

　
携
帯
電
話
の
通
じ
な
い
奥
湊
川

地
区
、
旧
誠
心
園
の
南
側
に
鉄
塔

を
建
て
る
予
算
。

　
町
分
地
区
、
芝
地
区
、
早
咲
地

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
と
は
ど

う
い
っ
た
も
の
か
。

　
宝
く
じ
の
運
用
益
で
国
か
ら
１

０
０
％
頂
く
も
の
。
各
地
区
で
昔

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
文
化
継
承

へ
助
成
さ
れ
る
。
部
落
か
ら
の
要

望
で
国
へ
提
出
す
る
。

　
し
尿
処
理
費
の
保
証
補
て
ん
７

０
０
万
円
の
内
訳
は
。

　
し
尿
処
理
設
置
協
力
金
と
し
て

１０
年
払
い
の
１
年
分
が
、
伊
田
漁

協
へ
３
６
０
万
円
、
灘
部
落
へ
２

０
０
万
円
、
伊
田
浦
部
落
１
０
０

万
円
、
伊
田
郷
部
落
４０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
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